
岡部率いる久世沢をなんとか退けた扶桑。第二試合中にくつろいでいると、救急車が通り

過ぎていった。試合で事故が起こったようだ。 

真木「第二試合は堂園と少年院だ･･･あのサブらの試合なら･･･」 

すっかり脇役に追いやられてしまった感のある真木だが、冷静な分析は相変わらずだ。 

 

メンバーが試合に駆けつけてみると、なんと担架で運ばれていったのは白鷺だった。「また、

ラフプレーか！」といきり立つ扶桑メンバー達だったが、意外にもそうではなく、サブの

フェアプレーの中での突進にやられたのだという。堂園の 4～5人を平気でブチ抜いてトラ

イを重ねるサブ。 

観客 1「おいおい、もう何台か救急車を呼んどいたほうがいいんじゃないのか」 

観客 2「救急車というよりも、霊柩車だぜ、こいつは･･･」 

観客 3「あれじゃまるで重装備の戦車が、歩兵隊を踏み散らしているようなもんじゃねえか

ァ！！」 

ジョン「オールブラックスの FWクラスのパワーね」 

さりげなくジョンが自国ラグビーを持ち上げているがスルーしよう。 

 

なんとか死人は出なかったものの、堂園は少年院に大敗した。ついこの間には、扶桑に 200

点差をつけられた少年院だが、脅威の成長ぶりだ。少年院の臨時コーチを務める冴木監督

だが、なぜ扶桑を放っておいてまで彼らをコーチするのか日輪ちゃんが尋ねても、その理

由はまだ明かしてくれない。もったいぶらずに言えよ。 

試合終了後、サブは叶と握手をしに来る。強烈な握力。臆する叶。とんでもない男に火を

つけてしまったようだ。白鷺は全身 5ヶ所の骨折だったという。 

 

その夕、日輪ちゃんはミーティングがあったはずなのに叶の姿が見えないことに気付き、

探しにでた。叶は、ジャージの洗濯をしていた。 

だが、ただの洗濯ではない。一人一人のジャージに、それを着るメンバーへのメッセージ

を込めながら丹念に洗っているのだ。 

1 番「ジョー、お前はタックルに入るとき腰が高い･･･明日は低く当たっていかないとはね

とばされてしまうぞ･･･」 

2番「ブル、お前は気が短くて頭に血がのぼりやすいぞ！明日は No.8にまわしてお前の突

進力を活かす･･･冷静なサイドアタックを決めてくれよ･･･」 

3番「クリ、お前はタックルはいいが･･･逆にタックルされるともろい･･･簡単にヒザをつく

んじゃないぞ！」 

6 番・7 番「テツ、カニ、今日の試合ぶりからサブのサイドアタックが多いぞ･･･それを止

められるかどうかはお前たちフランカーの第一歩で決まる･･･特にカニ！サブはお前のい

る右サイドを攻めてくるぞ！」 



4番「クマ、明日はハゲハゲと連発するからな･･･」 

5番「ブツ、お前は体に似合わず気の弱いところがある･･･それが命取りになるぞ･･･しっか

りいけ！！」 

8 番「真木、あしたはブルと交代でフッカーにまわってもらう･･･急なことだが、お前なら

なんなくこなせるはずだ」 

9番「清水、お前がケガを隠しているのはわかっているよ･･･だが SHはお前しかいない･･･

明日も頼む！」 

11番「ネコ、サブらの力に対抗できるのはお前の足や小技かもしれん･･･体は一番小さいが

ガッツはナンバーワンだから安心してるぜ･･･」 

14番「ミケ、お前はしっかりとネコのフォローだ･･･FW以上にWTBのお前とネコの‘ミ

ケネコ’コンビに動いてもらわんとな･･･」 

13 番「ふ･･･こいつが一番問題だな･･･なんだかんだいっても伊達、お前がうちのチーム一

のテクニシャンだ･･･ワンマンプレーなど気にせず行けると思ったらどんどん行け！」 

12 番「セッチン、お前はスワーブが甘い･･･それも右へのな･･･明日そんなんだと骨をバラ

バラにされちまうぞ！」 

15番「ゴジ、お前がうちのチームの最後の砦だ･･･明日はカウンターアタックより、ロング

キックを多用してタッチを狙え！」 

そして、10番のジャージを見つめ･･･「サブのセリフじゃないが鉄の鎧を着たいくらいだ･･･

こんなジャージ一枚に身を包むんだからな･･･」 

リザーブは素無視である上に、キャラのお気に入り度によって、だいぶコメントの内容に

開きがあるが、とにかく明日はそれだけの決意を持って挑まねばならない試合なのだ。 

あ、それと清水はいつのまにかケガをしていたらしい。ちなみにこの清水のケガは後々の

展開における重要な岐路となる。 

この様子を陰で見て涙を流す日輪ちゃん。 

日輪「マネージャーといっても所詮女ね･･･こんなときになにもしてあげられない･･･男っ

ていいなァ･･･たった一時間･･･その一時間に命をかけることができるんだもの･･･」 

80年代の女性迫害ネタもこれが見納めであろうか。 

 

一方の少年院。院長は、決勝戦を控えているとはいえ、翌朝の工場作業はいつも通り行わ

せることにした。がっかりする冴木臨時コーチだが、この事実が扶桑ではなく少年院に肩

入れしてしまう理由のヒントであるようだ。 

 

サブにヒット＆パイルドライバーを決められ、頭部を激しく損傷する悪夢によって「うわ

ああああ！！」と目覚める叶。他方、天生やジョン達も目覚めはスッキリしないようだ。

今日の決勝戦、扶桑 vs少年院で何かが起こりそうな予感が皆にあるようだ。 

 



試合前･･･。 

いつもより言葉少なに、ロッカールームで着替え、グラウンドへ向かっていく叶達。まる

で本当の戦場へ向かうようだ。 

当初は全く注目されなかった「おれたちの大会」だが、テレビ中継も入るなど、ここに来

て格段の盛り上がりをみせている。日輪ちゃんのパパや浩君のパパもしっかり見に来てい

る。 

試合開始ギリギリになって、少年院が到着した。工場での作業があった上に、事故があっ

てサブが左腕をケガしたようだ。包帯を巻いている。だが、サブは 

サブ「お前らの首を折るのにゃあ･･･どうってことのねえカスリ傷でえ･･･」 

と余裕の様子。 

 

さて、決勝戦は蓬莱校長が笛を吹くことになった。試合開始！ 

日輪「どうして大事な試合の前にそんなに危険な作業を？」 

冴木「そこさ･･･少年院のコーチを引き受けたのは･･･」 

冴木監督曰く･･･扶桑のやつらは少年院に本来入っていなければならないものがいる。だが、

一年間ラグビーをやればいいという条件でそれを免れている。それが校長の更正のやり方

なのだろうが、一年ラグビーをやればあとの二年は遊んでいても卒業できるなんて連中は

学生じゃない！社会人チームだって仕事をし、家庭を養いながらラグビーをやっている。

扶桑は学生のくせにラグビーだけやってりゃいい。そんな連中は少なくともサブたちより

劣る！扶桑の連中はてめえらの犯した罪もつぐなっちゃいねえ！そんな連中にサブらが負

けるわけにはいかねえんだよ！！ 

･･･ということのようだ。まぁ、正論と言えば正論ではあるが、いまさらそんなことを持ち

出すなんで面倒くさい奴である。だが、少年院とあいまみえることになった以上、それは

仕方のないことなのかもしれない。 

 

さて、冴木監督の熱弁とクロスオーバーするように、試合は動き出した。モールからサブ

のサイドアタック！伊達とともに 2 人がかりで止めに入る叶だが、直前になってサブはパ

スをした！少年院あっさり先制トライ。そうだ、冴木監督がコーチをしていたんだ。もは

や、サブの突進だけのチームではない！ 

扶桑もサブ対策はかなり練ってきたようだ。3人がかりでしっかりサブの突進を止める。で

も、サブはそれでも球をつなぐ。少年院のフォローは厚い。扶桑も果敢なタックルで潰し

ていくも、最後には隅に追加のトライ。強いぞ、少年院。 

沈みそうになる扶桑だが、そこは主将の叶が、 

叶「おいっ！皆喜べっ！‘打倒俺達’でがんばってきただけのことはあるぜ！四ヶ月前よ

り少しは手応えがあるじゃないか！」 

と鼓舞。また皆は元気を取り戻した。 



病院では、岡部と白鷺が看護師さんに懇願してテレビを調達。叶達の試合を観戦している。 

元気を取り戻した扶桑も攻める。叶のインゴール内ハイパント＋ネコの空中キャッチ、得

意の‘ネコ返りトライ’で追い上げる！ 

荒れ模様の試合になるかと思われたが、ここまでは綺麗な試合内容。 

ジョン「僕には嵐の前の静けさって気がするヨ･･･」 

語尾がウザいくせして、粋な諺を使いおる。 

 

スクラムから、清水のパスが乱れる！かなり隠しているケガは酷いようだ。でも、叶はド

クターを呼ばずに、むしろ厳しい言葉をかける。清水がケガをしていることがバレてしま

えば、サブたちは清水を潰しにくると予想したからだ。 

ハイレベルな試合。少年院は SO をダミーに使って、サブに球を渡した！ダミーが効いて、

今度は複数枚のタックルをさせない！ 

 

本当に凄まじい突進で、サブがトライ。白鷺はこれで五ヶ所折れたんじゃなかったのか。

だが、さすがにそこは主人公の扶桑、タフさは白鷺達の倍だ（笑）。 

 

今度は、少年院の院長が登場。サブは実は既に刑期が終わっていることを明かす。だが、

サブは扶桑と試合をするためだけに、あえてもう一月、少年院に残ったのだと。院長は、

少年院それ自体では全く効果がなかったサブ達を更正したラグビーに感謝している。そし

て、この試合が終わったら胸をはってサブを世に送り出せるという。 

それを聞いて 

冴木「少年院にいるサブたちがラグビーによって罪の償いをしたのなら･･･扶桑の叶たちは

もうとっくに･･････」 

まったく、ポリシーに一貫性のない人である。ズバリ、監督に向いていないんじゃない

だろうか。 

その間にサブがもう 1トライ。突き放しにかかる。 

 



扶桑も黙ってはいない。 

清水「ブル！聖子ちゃんのパンティー！！」 

という怪しいサイン（ただの 8-9）を見事に決めて清水が独走トライ。清水にあまり無理を

しないよう声をかける叶。なんとそこで、 

冴木「サブ、SHの清水を潰せっ！」 

と指示。さすが監督、今までは気付かなかったが、今の独走トライで清水が右足をかばう

走り方をしていたのを一発で見破ったのだ。･･･って、だからってその指示はいいのか？ラ

グビー精神の風上にもおけない監督である。というか人でなしである。 

いや、別に私は冴木監督のこと嫌いなわけじゃないんですけどね（笑）。 

 

一転、清水を潰しにかかる少年院。とにかくラックに清水を巻き込む！巻き込む！ 

清水、ついに限界か？だが、頑張る清水。自分を潰しにかかっているからこそ、パスフェ

イクでオフサイドを誘発するなど、玄人好みのプレーで貢献する。だが、惰性で受けたタ

ックルでケガは悪化していく。 

 

お前が言える立場じゃないだろ･･･。 

 

叶「サブ、ケガしてるその左手を狙ってやろうか･･･そしたら清水の気持ちがわかるぜ･･･」 

だんだんいきり立ってきた叶。 

ジョン「どうやら僕の予感は当たっていたようネ･･･だんだん荒れ模様の試合展開になって

きたヨ･･･」 

接尾語のしつこさも、ここにきて最高潮だ。 

 

だが、清水は一歩も引かない。 

清水「聖子ちゃんのブラジャー！！」 

とまた、自分が仕掛けるサインを出す。 

清水「僕に体力が残っている間に･･･少しでも得点してください！」 

カッコよすぎるぞ、清水。彼は、おそらく唯一の犯罪歴のない扶桑部員である。繰り返し

になるが、そんな清水がもつ人物譚が、この作品中で語られなかったことは残念でならな

い。 

清水「どうせならサブと心中だっ！！」 

サブのタックルをうけるギリギリで叶に球を放す清水。そして、自分自身は･･･ 



 

サブの左手にダメージがいくように、ジャーマンスープレックスを決めた。 

この間に叶がトライ。 

 

だが、ここで清水はついに限界に達した。日輪パパのドクターストップによって、清水は

コート外に出ることになった。だが、サブも左手をより痛めたはずだ。 

叶は、清水の代わりに今年からの新入部員、浩を入れた。そう、浩君は SHの控えだったの

だ。心配する浩パパだが、浩は意気揚々とグラウンドに駆け込んでいった。 

いよいよ、扶桑 vs少年院、激動の展開へ！ 

 

 


